
PAZ（5km）

UPZ（30㎞）

予防避難エリア

ＯＩＬ２における一時移転の訓練経路図

ゲート型モニタ

放射線の検知・測定

車両簡易除染

放射線の検知・測定

人員簡易除染

一時移転

ゲート型モニタ

放射線の検知・測定

問診

一時移転の説明

体育館

防護装備品等

一時避難所
（神山小学校）

避難退域時検査所
（野村ダム）

避難経由所
（県総合運動公園）

資料５８



瞽女トンネル②

新宮内交差点①

新田橋北側交差点

③

瀬戸農業公園前

④

大平交差点
⑤ 江戸岡交差点

⑥

祇園橋交差点⑦

岸本石油前信号交差点⑨

大洲北只交差点 ⑧

内子五十崎ＩＣ ⑪

宇和島市御殿内橋東交差点（圏外）※⑩

① 保内交通検問所

②ＪＡ伊方越集荷場東

③

水ヶ浦小学校北西資材置場前

警戒警備・広報

交通規制訓練（交通規制・ＰＡＺ立入規制箇所） 資料５９



全面緊急事態（15条）における避難の実施計画

PAZ（5km）

UPZ（30㎞）

予防避難エリア

大分市

佐賀関港
大在港

三崎港

大分県警による先導・誘導 大分県警による先導（大在港）

大分県警による先導（国道１９７号）

予防避難エリア内（三崎地域）の住民避難における先導等訓練経路図 資料６０



全面緊急事態（15条）における避難の実施計画

PAZ（5km）

UPZ（30㎞）

予防避難エリア 佐賀関港

三崎港

電光掲示板による交通規制案内

交通規制・立入規制（保内町）

愛媛県警による先導（伊方地域）

愛媛県警による先導
（国道３７８号）

避難経由所前交通誘導

ＰＡＺ・予防避難エリア内（瀬戸地域）の住民避難における先導等訓練経路図 資料６１

愛媛県警による先導（瀬戸地域）



PAZ（5km）

UPZ（30㎞）

三崎港

中継車（ＯＦＣ）

要員乗船・資材搬入（１日目）

巡視船の移動（１日目）

バス避難（要点の通過：２日目）

愛媛県警ヘリによる映像伝送（ＯＦＣ） 資料６２



カレンダー表紙

住民への理解促進手段の一例（台湾の例）

家屋毎の状況標示用紙

自宅に要援護者
在宅の標示屋内退避中

避難済み標示
（家屋用）

※左右同一
避難中車両標示

避難ルート地図 原子力防災の７つの留意事項

ＥＰＺ内の学校の
児童・生徒の避
難先の学校の表
（一対一対応）

避難退域時検査所
（第１原発） 避難退域時検査所

（第２原発）

カレンダー提供：
台湾行政院原子能委員会

資料６３

台湾には稼働中の原子力発電所が３ヶ所ある。それぞれのＥＰＺ圏内（半径８ｋｍ）
の住民、公共場所等に原子力防災に係るカレンダーを毎年配布して住民理解を促進させ
ている。カレンダーの一部に原子力防災関連のページがある。
①は、避難時等の「家屋毎の状況標示用紙」である。上左半分の青い標示は、【屋内退
避中】で、上部右半分の赤い標示は、【要避難支援者在宅】の標示である。下部左右の
同一黄色の標示は、避難済みの標示で、１枚は、【避難済み標示】として、家屋に標示
する。残り１枚は避難車両に標示する。各家屋の避難状況等、避難車両か否かの識別に
有益である。
②は、避難ルートを示したもので、第１及び第２原発（近接して同じ市にオーバーラッ
プするため）を中心に、避難ルート及び避難退域時検査所の場所が記載されている。ま
た、下段の表は、第１及び第２原発の各ＥＰＺ圏内の学校の児童・生徒の学校及び一対
一対応の避難先の学校が記載されている。
③は、原子力防災に係る留意事項が記載されている。
日常使用するカレンダーに記載し、日頃から普及させることは理解促進に大いに役立つ
と考えられ、屋内退避の理解、避難時の物心両面の準備等も促進される

① ② ③




